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食生活改善協議会が43年の活動に幕　市より感謝状

　芦別市食生活改善協議会は、３月

27日、総合福祉センターで開かれた

総会で解散を決定し43年間の活動

に幕を閉じました。

　市が地域の女性団体のリーダーを

対象に養成講座を開催し食生活改善

推進員として委嘱、昭和57年に同協

議会を設立、料理教室や健康フェア

など多岐にわたる活動を展開してき

ました。しかし、新型コロナウイル

スの影響による活動自粛や会員の高

齢化により、継続が困難となったこ

とから、解散の決定に至りました。

　長年の貢献を称え、北村市長より

同協会の小林律子会長へ感謝状が手

渡されました＝写真＝。

　４月11日、芦別大火鎮火祭で、

市内本町地区を中心に、消防車両の

パレードと、芦別神社にて防火の祈

願が行われました。

　97年前の1928年（昭和３年）の

この日。工場から発火し、数日に渡

る晴天で乾燥していたため、芦別駅

周辺など市内中心部で、158戸を焼

く火災が発生して、甚大な被害とな

りました。

　以来、市では毎年４月11日を大

火記念日として「芦別大火を忘れる

な」を合言葉に鎮火祭を催し、当時

の苦難を偲ぶとともに、消防関係者

が防火宣伝に努めています。

「芦別大火を忘れるな」　鎮火祭消防車両パレード

ゼロカーボンシティへ　東京の研究所と包括連携協定を締結

市スポーツ協会　創立70周年記念式典にて功労者６人に表彰

　３月26日、市と一般社団法人共

生エネルギー社会実装研究所（東京・

堀尾正靭所長）は、二酸化炭素排出

量の実質ゼロを目指すゼロカーボン

シティに関する包括連携協定を市庁

舎内で締結しました。

　本協定は、相互の知識や情報及び

ネットワークを活用し、脱炭素社会

の分野で協力して地域の発展に寄与

することを目的としています。

　市は2023年にゼロカーボンシ

ティを宣言しており、北村市長は「本

宣 言 で 掲 げ る2050年 カ ー ボ ン

ニュートラルを実現すべく、市民・

事業者・行政が一体となって、地域

における再生可能エネルギー導入の

取組、脱炭素施策の着実な推進を図

る」と述べました。

　３月29日、総合福祉センターにて

芦別市スポーツ協会（嶋大輔会長）

の創立70周年記念式典が開催され、

長きにわたって同協会役員として組

織の発展に寄与した３人に本部特別

功労者表彰、加盟団体役員として組

織の発展に寄与した３人に加盟団体

特別功労賞表彰が贈られました。

　来賓の北村市長は「市のスポーツ

振興、役員として組織の運営と発展

に尽力された功績に感謝します」と

祝辞を述べ、また、受賞者である浅

井富雄さん＝写真左＝は「受賞を励

みに芦別のスポーツ発展のため、微

力ながら協力したい」と、謝辞を述

べました。


